






要約:県立保健所の管轄地域における母子保健行政は、保健所と市町村の共同活動であるが、

各々で単独に実施する割合と、共同で展開する割合が、それぞれの事業の特徴によって種々

の様相を現していることが計数的に分析された。また規模の小さい市町村ほど保健所との

共同、又は依存の状態が高率であることが明らかになった。そして母子保健活動の中心的

役割は保健婦が演じているが，保健婦活動においても両者の連携プレイによって効果をあ

げており実態は多様である。 


